
(57)【要約】

【課題】　十分な強度を確保できるとともに、施工性に

優れた地中構造体の構築方法を提供する。

【解決手段】　複数の筒体を地中構造体１０の断面形状

に沿うように互いに連結させながら地山に挿入・埋設す

る際に、上記筒体として断面積の小さな角型管１１，１

２を用いるとともに、上記地中構造体１０を、第１のア

ーチ部１１Ａと、この第１のアーチ部１１Ａの内周側に

、中間地盤１３を挟んで構築される第２のアーチ部１２

Ａとから成る二重アーチ構造とし、アーチ部間の地山で

ある中間地盤１３を、構築した地中構造体１０の全長に

亘って上下から拘束して、外側のアーチ部である第１の

アーチ部１１Ａと中間の地山である中間地盤１３、及び

、内側のアーチ部である第２のアーチ部１２Ａとを、作

用する曲げモーメントに対して一体に変形させるように

した。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 地 中 構 造 体 の 延 長 方 向 に 延 長 す る 複 数 の 筒 体 を 、 上 記 地 中 構 造 体 の 断 面 形 状 に 沿 う よ う
に 互 い に 連 結 さ せ な が ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設 す る 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 に お い て 、 地 山 に よ
り 上 記 地 中 構 造 体 の 曲 率 半 径 方 向 に 互 い に 離 隔 さ れ た 、 少 な く と も 二 つ の ア ー チ 部 を 構 築
し て 、 上 記 地 中 構 造 体 を 多 重 ア ー チ 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 地 中 構 造 体 の 複 数 箇 所 に お い て 、 外 側 の ア ー チ 部 を 構 成 す る 筒 体 と 内 側 の ア ー チ 部
を 構 成 す る 筒 体 と を 連 結 部 材 に よ り 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 地 中 構 造
体 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 連 結 部 材 を 、 上 記 地 中 構 造 体 の 延 長 方 向 に 延 長 す る 筒 体 と し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ に 記 載 の 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ア ー チ 部 に 挟 ま れ た 地 山 に 地 盤 改 良 剤 を 注 入 ・ 固 化 し て 地 盤 改 良 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 外 側 の 筒 体 の 内 周 面 側 及 び 内 側 の 筒 体 の 外 面 側 の い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 か ら 、 上 記 ア
ー チ 部 に 挟 ま れ た 地 山 に 地 盤 改 良 剤 を 注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 地 中 構
造 体 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 地 中 構 造 体 の 延 長 方 向 に 延 長 す る 複 数 の 筒 体 を 、 上 記 地 中 構 造 体 の 断 面 形 状 に 沿 う よ う
に 互 い に 連 結 さ せ な が ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設 し て 構 築 さ れ る 地 中 構 造 体 で あ っ て 、 地 山 に よ
り 上 記 地 中 構 造 体 の 曲 率 半 径 方 向 に 互 い に 離 隔 さ れ た 、 少 な く と も 二 つ の ア ー チ 部 を 備 え
た こ と を 特 徴 と す る 地 中 構 造 体 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 ト ン ネ ル の 掘 削 に 先 立 っ て 設 置 す る 支 保 工 で あ る 先 行 支 保 工 な ど の
よ う に 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 延 長 す る 複 数 の 筒 体 を 互 い に 連 結 さ せ な が ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設
し て 構 築 さ れ る 地 中 構 造 体 と そ の 構 築 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 ト ン ネ ル 坑 口 部 や 土 被 り が 薄 い 場 合 に お け る 掘 削 ・ 支 保 で は 、 地 山 に 扁 平 な ア
ー チ を 構 成 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 地 山 ５ ０ の ト ン ネ ル の
軸 方 向 に 、 上 記 扁 平 な ア ー チ 部 に 沿 っ て 、 断 面 が 台 形 状 の 鋼 製 の 本 体 ５ １ と こ の 本 体 ５ １
の 両 側 面 の 上 端 部 及 び 下 端 部 か ら そ れ ぞ れ 突 出 す る 継 手 ５ ２ を 備 え た 継 手 付 き 鋼 管 ５ ３ を
互 い に 隣 接 さ せ て 推 進 ・ 埋 設 し て 、 先 行 支 保 工 ５ ４ を 構 築 す る 方 法 が 行 わ れ て い る 。 な お
、 ア ー チ 部 の 構 築 後 に は 、 上 記 本 体 ５ １ 内 に コ ン ク リ ー ト を 充 填 し て 上 記 先 行 支 保 工 ５ ４
の 強 度 を 高 め る よ う に し て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｊ Ｒ 東 日 本 パ ン フ レ ッ ト ； 「 東 北 本 線 王 子 駅 構 内 、 首 都 高 速 道 路 新 設 他
工 事 」
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 ア ー チ 部 が 扁 平 な 場 合 に は 、 上 記 先 行 支 保 工 ５ ４ に 作 用 す る 鉛 直 方 向 の
力 が 大 き く な り 、 水 平 方 向 の 力 が 小 さ く な る た め 、 大 き な 鉛 直 土 圧 が 作 用 す る 。 こ の 鉛 直
土 圧 に 対 し て 上 記 先 行 支 保 工 ５ ４ の 強 度 を 確 保 す る た め に は 、 上 記 鉛 直 土 圧 に よ り 発 生 す
る 曲 げ モ ー メ ン ト に よ る 変 形 を 小 さ く す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 上 記 継 手 付 き 鋼 管 ５ ３ と
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し て は 、 断 面 係 数 の 大 き な 、 す な わ ち 、 断 面 積 の 大 き な 本 体 ５ １ を 有 す る 継 手 付 き 鋼 管 ５
３ を 用 い る 必 要 が あ る 。
　 し か し な が ら 、 本 体 ５ １ の 断 面 積 を 大 き く す る と 容 量 も 大 き く な り 、 ま た 、 重 量 も 重 く
な っ て し ま う こ と か ら 、 上 記 継 手 付 き 鋼 管 ５ ３ の 作 製 や 運 搬 が 大 変 で あ る だ け で な く 、 上
記 継 手 付 き 鋼 管 ５ ３ ， ５ ３ 同 士 を 連 結 さ せ な が ら ス ム ー ズ に 推 進 さ せ る た め に 大 型 の 推 進
機 を 必 要 と す る な ど 、 施 工 性 が よ く な い と い っ た 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 十 分 な 強 度 を 確 保 で き る と と も に 、
施 工 性 に 優 れ た 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 地 中 構 造 体 を 曲 率 半 径 方 向 に 離 反 し た ２ つ の ア
ー チ 部 か ら 構 成 し た 場 合 、 上 記 地 中 構 造 体 で は 、 上 記 ア ー チ 部 間 の 地 山 は 上 下 か ら 上 記 地
中 構 造 体 の 延 長 方 向 に 延 長 す る 複 数 の 筒 体 に 挟 ま れ た 状 態 に あ り 、 上 記 ２ つ の ア ー チ 部 の
全 長 に 亘 っ て 上 記 上 下 の ア ー チ 部 に 拘 束 さ れ て い る の で 、 外 側 の ア ー チ 部 と 中 間 の 地 山 、
及 び 、 内 側 の ア ー チ 部 と が 、 近 似 的 に 一 つ の 構 造 体 と し て 機 能 す る の で 、 各 ア ー チ 部 を 構
成 す る 筒 体 の 断 面 積 を 小 さ く し て も 、 上 記 地 中 構 造 体 の 断 面 係 数 を 大 き く す る こ と が で き
る こ と 、 更 に は 、 上 記 地 中 構 造 体 が 先 行 支 保 工 で あ る 場 合 に は 、 地 中 構 造 体 の 内 側 を 掘 削
す る と 、 上 記 ア ー チ 部 に 挟 ま れ た 地 山 が 圧 密 さ れ て 上 記 地 中 構 造 体 が 更 に 一 つ の 構 造 体 に
近 づ き 、 上 記 地 中 構 造 体 の 断 面 係 数 が 更 に 大 き く な る の で 、 大 き な 断 面 を 有 す る 筒 体 で 構
築 し た 一 重 の ア ー チ 構 造 の 支 保 工 に 近 い 強 度 を 確 保 す る こ と が で き る こ と を 見 出 し 本 発 明
に 至 っ た も の で あ る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 地 中 構 造 体 の 延 長 方 向 に 延 長 す る 複 数 の
筒 体 を 、 上 記 地 中 構 造 体 の 断 面 形 状 に 沿 う よ う に 互 い に 連 結 さ せ な が ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設
す る 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 に お い て 、 地 山 に よ り 上 記 地 中 構 造 体 の 曲 率 半 径 方 向 に 互 い に
離 隔 さ れ た 、 少 な く と も 二 つ の ア ー チ 部 を 構 築 し て 、 上 記 地 中 構 造 体 を 多 重 ア ー チ 構 造 と
し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 に お い て 、 上 記 地 中
構 造 体 の 複 数 箇 所 に お い て 、 外 側 の ア ー チ 部 を 構 成 す る 筒 体 と 内 側 の ア ー チ 部 を 構 成 す る
筒 体 と を 連 結 部 材 に よ り 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 に お い て 、 上 記 連 結
部 材 を 、 上 記 地 中 構 造 体 の 延 長 方 向 に 延 長 す る 筒 体 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 に お い て 、 上 記 ア ー
チ 部 に 挟 ま れ た 地 山 に 地 盤 改 良 剤 を 注 入 ・ 固 化 し て 地 盤 改 良 し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 地 中 構 造 体 の 構 築 方 法 に お い て 、 外 側 の 筒
体 の 内 周 面 側 及 び 内 側 の 筒 体 の 外 面 側 の い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 か ら 、 上 記 ア ー チ 部 に 挟
ま れ た 地 山 に 地 盤 改 良 剤 を 注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 地 中 構 造 体 の 延 長 方 向 に 延 長 す る 複 数 の 筒 体 を 、 上 記
地 中 構 造 体 の 断 面 形 状 に 沿 う よ う に 互 い に 連 結 さ せ な が ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設 し て 構 築 さ れ
る 地 中 構 造 体 で あ っ て 、 地 山 に よ り 上 記 地 中 構 造 体 の 曲 率 半 径 方 向 に 互 い に 離 隔 さ れ た 、
少 な く と も 二 つ の ア ー チ 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 筒 体 を 地 中 構 造 体 の 断 面 形 状 に 沿 う よ う に 互 い に 連 結 さ せ な が
ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設 し て 構 築 さ れ る 地 中 構 造 体 を 、 地 山 に よ り 上 記 地 中 構 造 体 の 曲 率 半 径
方 向 に 互 い に 離 隔 し て 構 築 さ れ た 、 少 な く と も 二 つ の ア ー チ 部 を 有 す る 多 重 ア ー チ 構 造 と
す る こ と に よ り 、 断 面 積 の 小 さ な 筒 体 を 用 い た 場 合 で も 地 中 構 造 体 全 体 の 断 面 係 数 を 大 き
く す る こ と が で き る よ う に し た の で 、 地 中 構 造 体 の 強 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る と
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と も に 、 筒 体 を 地 山 の ア ー チ 部 に 沿 っ て 容 易 に 挿 入 ・ 埋 設 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 予 め 上 記 地 中 構 造 体 の 複 数 箇 所 に お い て 、 外 側 の ア ー チ 部 を 構 成 す る 筒 体 と 内 側
の ア ー チ を 構 成 す る 筒 体 と を 連 結 部 材 に よ り 連 結 し た り 、 上 記 ア ー チ 部 に 挟 ま れ た 地 山 に
地 盤 改 良 剤 を 注 入 ・ 固 化 し て 地 盤 改 良 す る な ど し て 、 外 側 の ア ー チ 部 と 中 間 の 地 山 、 及 び
、 内 側 の ア ー チ 部 と が 、 上 記 地 中 構 造 体 に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト に 対 し て 、 中 間 の 地 山
を そ の ま ま に し た 場 合 よ り も 一 層 一 つ の 構 造 体 と し て 機 能 す る よ う に し た の で 、 地 中 構 造
体 の 強 度 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 最 良 の 形 態 に 係 る 地 中 構 造 体 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で 、 本 例 で は 、 先 行 支 保 工
の 横 断 面 の ア ー チ 部 を 構 成 す る 地 中 構 造 体 １ ０ に つ い て 説 明 す る 。 こ の 地 中 構 造 体 １ ０ は
地 中 構 造 体 １ ０ の 延 長 方 向 に 延 長 す る 断 面 が 略 台 形 の 鋼 管 か ら 成 る 複 数 の 角 型 管 １ １ を 上
記 ア ー チ 部 に 沿 う よ う に 互 い に 連 結 さ せ な が ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設 し て 構 築 さ れ る 第 １ の ア
ー チ 部 １ １ Ａ と 、 こ の 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ の 内 周 側 に 設 け ら れ た 、 上 記 角 型 管 １ １ と 同
様 の 角 型 管 １ ２ を 複 数 個 連 結 し て 成 る 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と 、 上 記 第 １ の ア ー チ 部 １ １
Ａ と 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と に 挟 ま れ た 中 間 地 盤 １ ３ と か ら 成 る 二 重 ア ー チ 構 造 と な っ て
い る 。 な お 、 上 記 角 型 管 １ １ ， １ １ 同 士 及 び 角 型 管 １ ２ ， １ ２ 同 士 は 、 継 手 な ど の 図 示 し
な い 連 結 部 材 に よ り 結 合 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 の 一 重 ア ー チ 構 造 で は 、 ア ー チ 部 に 作 用 す る 土 圧 に 対 し て 強 度 を 確 保 す
る た め に は 、 上 述 し た よ う に 、 断 面 積 の 大 き な 角 型 管 を 用 い る 必 要 が あ っ た が 、 本 例 の 地
中 構 造 体 １ ０ は 二 重 ア ー チ 構 造 で あ る の で 、 角 型 管 １ １ ， １ ２ の 断 面 積 が 小 さ く て も 断 面
積 の 大 き な 角 型 管 を 用 い た 場 合 と 同 等 の 断 面 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 断 面 積 の 大 き な 角 型 管 で 構 成 し た 地 中 構 造 体 を 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う な 正
方 形 断 面 を 有 す る 構 造 体 モ デ ル ２ ０ で 表 わ し た 場 合 、 上 記 構 造 体 モ デ ル ２ ０ で は 、 断 面 係
数 は 上 記 正 方 形 の 断 面 積 の （ ３ ／ ２ ） 乗 に 比 例 す る の で 、 同 じ 垂 直 方 向 の 土 圧 に 対 す る 変
形 は 断 面 積 が 大 き な 程 小 さ く な る 。 一 方 、 本 例 の 地 中 構 造 体 １ ０ で は 、 第 １ の ア ー チ 部 １
１ Ａ と 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と の 間 の 地 山 （ 中 間 地 盤 １ ３ ） は 上 下 か ら 上 記 地 中 構 造 体 の
延 長 方 向 に 延 長 す る 複 数 の 角 型 管 １ １ ， １ ２ に 囲 ま れ て い る の で 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の ア
ー チ 部 １ １ Ａ ， １ ２ Ａ と は ほ ぼ 一 つ の 構 造 体 で あ る か の よ う に 一 体 に 変 形 す る 。
　 ま た 、 地 中 構 造 体 １ ０ の 内 側 （ ト ン ネ ル 部 ） が 掘 削 さ れ た 段 階 で は 、 上 記 中 間 地 盤 １ ３
が 圧 密 さ れ る の で 、 上 記 地 中 構 造 体 １ ０ を 一 つ の 構 造 体 と み な す こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 上 記 地 中 構 造 体 １ ０ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う な 、 上 部 の 構 造 体 ３ １ と 下 部 の 構 造 体
３ ２ と が 連 結 さ れ た Ｈ 鋼 タ イ プ の 構 造 体 モ デ ル ３ ０ で 表 わ せ る 。 一 般 に 、 上 記 構 造 体 モ デ
ル ３ ０ の 単 位 面 積 当 た り の 断 面 係 数 は 上 記 構 造 体 モ デ ル ２ ０ の 単 位 面 積 当 た り の 断 面 係 数
の 約 ２ 倍 で あ る 。 し た が っ て 、 角 型 管 １ １ ， １ ２ の 断 面 積 を 小 さ く し て も 、 上 記 地 中 構 造
体 １ ０ を 上 記 構 造 体 モ デ ル ３ ０ で 表 わ せ る 構 造 、 す な わ ち 、 二 重 ア ー チ 構 造 と す れ ば 、 地
中 構 造 体 １ ０ の 断 面 性 能 を 十 分 に か つ 効 率 よ く 確 保 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 断 面 積 の 小 さ な 角 型 管 １ １ ， １ ２ を 用 い た 場 合 に は 、 断 面 積 の 大 き な 角 型 管 を 用
い た 場 合 よ り も 使 用 す る 本 数 は 増 え る も の の 、 作 製 や 運 搬 が 容 易 で あ る だ け で な く 、 角 型
管 １ １ ， １ １ 同 士 （ あ る い は 、 角 型 管 １ ２ ， １ ２ 同 士 ） を 連 結 さ せ な が ら ス ム ー ズ に 推 進
さ せ る こ と も 容 易 で あ る の で 、 施 工 性 を 大 幅 に 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 最 良 の 形 態 で は 、 複 数 の 筒 体 を 地 中 構 造 体 １ ０ の 断 面 形 状 に 沿 う よ う に
互 い に 連 結 さ せ な が ら 地 山 に 挿 入 ・ 埋 設 す る 際 に 、 上 記 地 中 構 造 体 １ ０ を 、 第 １ の ア ー チ
部 １ １ Ａ と 、 こ の 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ の 内 周 側 に 、 中 間 地 盤 １ ３ を 挟 ん で 構 築 さ れ る 第
２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と か ら 成 る 二 重 ア ー チ 構 造 と し 、 ア ー チ 部 間 の 地 山 で あ る 中 間 地 盤 １
３ を 、 構 築 し た 地 中 構 造 体 １ ０ の 全 長 に 亘 っ て 上 下 か ら 拘 束 し て 、 外 側 の ア ー チ 部 で あ る
第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ と 中 間 の 地 山 で あ る 中 間 地 盤 １ ３ 、 及 び 、 内 側 の ア ー チ 部 で あ る 第
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２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と を 、 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト に 対 し て 一 体 に 変 形 さ せ る よ う に し た
の で 、 断 面 積 の 小 さ な 角 型 管 １ １ ， １ ２ 用 い て も 、 上 記 地 中 構 造 体 １ ０ の 断 面 係 数 を 大 き
く す る こ と が で き 、 地 中 構 造 体 １ ０ の 強 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 断 面 積 の 小 さ な 角 型 管 １ １ ， １ ２ は 軽 量 な の で 、 運 搬 が 容 易 で あ る だ け で な く 、
地 山 へ の 推 進 ・ 埋 設 も 容 易 な の で 、 施 工 性 を 大 幅 に 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 上 記 最 良 の 形 態 で は 、 地 中 構 造 体 １ ０ を 二 重 ア ー チ 構 造 と し た が 、 こ れ に 限 る も
の で は な く 、 三 重 構 造 な ど の 多 重 構 造 と し て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 例 で は 、 中 間 地 盤 １ ３ を 、 ア ー チ 部 の 全 長 に 亘 っ て 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ
と 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と で 上 下 か ら 拘 束 す る こ と に よ り 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ と 中 間
地 盤 １ ３ 、 及 び 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と を 一 体 に 変 形 す る よ う に し た が 、 図 ３ （ ａ ） ， （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 記 地 中 構 造 体 １ ０ の 複 数 箇 所 に お い て 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ と 第
２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と を 、 鋼 棒 １ ４ や 鋼 板 １ ５ な ど の 連 結 部 材 に よ り 連 結 す れ ば 、 第 １ の
ア ー チ 部 １ １ Ａ と 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と が 、 上 記 構 築 さ れ た ア ー チ 部 の 延 長 方 向 に 亘 っ
て Ｈ 型 に 連 結 さ れ る の で 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ と 中 間 地 盤 １ ３ 、 及 び 第 ２ の ア ー チ 部 １
２ Ａ と を よ り 一 層 一 体 に 変 形 さ せ る こ と が で き 、 地 中 構 造 体 １ ０ の 強 度 を 更 に 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。
　 あ る い は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ の 角 型 管 １ １ と 第 ２ の ア ー チ 部 １
２ Ａ の 角 型 管 １ ２ と を 、 例 え ば 、 上 面 ま た は 下 面 、 あ る い は 、 上 面 と 下 面 の 両 方 に 連 結 用
の 突 起 １ ６ ｋ を 設 け た 、 上 記 角 型 管 １ １ ， １ ２ と 同 様 の 連 結 用 角 型 管 １ ６ を 用 い て 連 結 す
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 中 間 地 盤 １ ３ を 地 盤 改 良 し て も 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ と 中 間 地 盤 １ ３ 、 及
び 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と を よ り 一 層 一 体 に 変 形 さ せ る こ と が で き る の で 、 地 中 構 造 体 １
０ の 強 度 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 具 体 的 に は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ の 角 型 管 １ １ の 下 面 側 と
、 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ の 角 型 管 １ ２ の 上 面 側 と か ら 、 上 記 中 間 地 盤 １ ３ に 地 盤 改 良 剤 を
注 入 ・ 固 化 し て 地 盤 改 良 す れ ば 、 上 記 中 間 地 盤 １ ３ を 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の ア ー チ 部 １ １ Ａ
， １ ２ Ａ に よ り 更 に 拘 束 す る こ と が で き る の で 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ と 中 間 地 盤 １ ３ 、
及 び 第 ２ の ア ー チ 部 １ ２ Ａ と は よ り 一 層 一 体 に 変 形 す る 。
　 あ る い は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 記 中 間 地 盤 １ ３ に 注 入 管 １ ７ を 挿 入 し て 中 間 地
盤 １ ３ 内 に 地 盤 改 良 剤 を 注 入 ・ 固 化 し て 地 盤 改 良 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 中 間 地 盤 １
３ の 中 心 近 傍 か ら 地 盤 改 良 剤 を 注 入 で き る の で 、 第 １ の ア ー チ 部 １ １ Ａ と 第 ２ の ア ー チ 部
１ ２ Ａ と の 間 隔 が 広 い 場 合 に は 特 に 有 効 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 断 面 の 小 さ な 筒 体 を 用 い て も 強 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る と と
も に 、 筒 体 を 地 山 の ア ー チ 部 に 沿 っ て 容 易 に 挿 入 ・ 埋 設 す る こ と が で き る の で 、 地 山 の ア
ー チ 部 に 挿 入 ・ 埋 設 す る 先 行 支 保 工 な ど の 地 中 構 造 体 を 容 易 に 構 築 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 最 良 の 形 態 に 係 る 地 中 構 造 体 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 最 良 の 形 態 に 係 る 地 中 構 造 体 の モ デ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 地 中 構 造 体 の 他 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 地 中 構 造 体 の 他 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 地 中 構 造 体 の 他 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 先 行 支 保 工 の 構 築 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ ０ 　 地 中 構 造 体 、 １ １ ， １ ２ 　 角 型 管 、 １ １ Ａ 　 第 １ の ア ー チ 部 、
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１ ２ Ａ 　 第 ２ の ア ー チ 部 、 １ ３ 　 中 間 地 盤 、 １ ４ 　 鋼 棒 、 １ ５ 　 鋼 板 、
１ ６ 　 連 結 用 角 型 管 、 １ ７ 　 注 入 管 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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